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平
成
二
十
四
年
度
八
幡
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ

総
会
に
お
い
て
、

会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
早

川
義
一
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
前
任
者
で
あ
り
ま
す
内
山
会

長
の
も
と
で
運
営
体
制
の
あ
り

方
が
検
証
さ
れ
、

組
織
の
見
直

し
が
進
み
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ

ニ

テ
ィ

活
動
は
、

地
域
の
皆
様
が

連
携
す
る
こ
と
で
、

心
身
共
に

健
康
に
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

に
貢
献
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

地
道
に
活
動
を
続
け
な
が

ら
少
し
ず
つ
連
携
の
絆
を
広
げ

方
が
検
証
さ
れ
、

組
織
の
見
直

方
が
検
証
さ
れ
、

組
織
の
見
直

し
が
進
み
ま
し
た
。

コ
ミ
ュ

ニ

テ
ィ

活
動
は
、

地
域
の
皆
様
が

連
携
す
る
こ
と
で
、

心
身
共
に

健
康
に
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

に
貢
献
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。

地
道
に
活
動
を
続
け
な
が

ら
少
し
ず
つ
連
携
の
絆
を
広
げ

て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、

天
災
等
に
よ
る

被
害
が
甚
大
さ
を
競
っ

て
い
る

よ
う
で
大
き
な
脅
威
・
不
安
を

感
じ
ま
す
。

天
災
へ
の
対
策
は

も
と
よ
り
、

地
域
の
安
全
･
安

心
と
い
う
大
き
な
命
題
を
克
服

し
て
い
く
に
は
、

地
域
の
皆
様

し
て
い
く
に
は
、

地
域
の
皆
様

の
連
携
が
大
き
な
力
と
な
り
ま

す
。

皆
様
方
に
こ
の
コ
ミ
ュ

ニ

テ
ィ

活
動
に
興
味
・
関
心
を

も
っ

て
い
た
だ
き
、

そ
の
気
持

ち
を
「

共
に
歩
む
」

気
持
ち
と

し
て
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
く

お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で

す
。

　
出
来
る
事
か
ら
少
し
ず
つ
取

り
組
み
、

住
民
主
体
の
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

皆
様
方
の

ご
理
解
と
ご
協
力
、

そ
し
て
ご

参
加
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

八幡コミュニティ会長 

早 川 義 一 

「
連
携
の
絆
を
」
 

八
幡
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

の
皆
様
に

は
、

日
頃
か
ら
住
み
よ
い
地
域

づ
く
り
を
熱
心
に
推
進
し
て
い

た
だ
き
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
今
年
度
は
、

市
の
コ
ミ
ュ

ニ

テ
ィ

活
性
化
委
託
事
業
に
貴
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ

の
「

郷
土
の
誇
り

を
学
ぶ
」

事
業
が
選
定
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
事
業
は
、

主
に
子

ど
も
た
ち
を
対
象
に
歴
史
・
伝

統
・
偉
人
な
ど
郷
土
の
誇
り
を

伝
承
し
、

ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着

テ
ィ

活
性
化
委
託
事
業
に
貴
コ

テ
ィ

活
性
化
委
託
事
業
に
貴
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ

の
「

郷
土
の
誇
り

を
学
ぶ
」

事
業
が
選
定
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
事
業
は
、

主
に
子

ど
も
た
ち
を
対
象
に
歴
史
・
伝

統
・
偉
人
な
ど
郷
土
の
誇
り
を

伝
承
し
、

ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着

を
育
む
も
の
と
伺
っ

て
お
り
ま

す
。

東
日
本
大
震
災
と
い
う
未

曽
有
の
大
災
害
か
ら
立
ち
上
が

ろ
う
と
し
て
い
る
東
北
の
人
々

の
姿
を
見
聞
き
す
る
に
つ
け
、

地
域
の
つ
な
が
り
、

ふ
る
さ
と

へ
の
愛
着
が
大
き
な
力
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
お
り
ま

す
の
で
、

こ
の
事
業
に
大
き
な

期
待
を
抱
い
て
お
り
ま
す
。

ま

た
、

こ
の
総
会
を
も
っ

て
交
替

さ
れ
る
旧
役
員
の
皆
様
に
は
、

「

ま
ち
づ
く
り
推
進
本
部
」

や

防
災
部
会
の
新
設
、

役
員
の
複

数
年
任
期
な
ど
、

機
能
的
な
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ

運
営
を
目
指
し
た

組
織
改
革
を
実
施
さ
れ
た
こ
と

に
対
し
て
深
く
敬
意
を
表
し
ま

す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

貴

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

の
ま
す
ま
す
の

御
発
展
と
皆
様
方
の
御
健
勝
と

御
多
幸
を
御
祈
念
申
し
上
げ
、

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

知 多 市 長 

加 藤 功 

「
郷
土
の
誇
り
を
 

 
 
学
ぶ
」
に
期
待
 

ご

あ

い

さ

つ
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総 合 管 理 本 部

本 部 長 磯 貝 生 男

副 本 部 長 花 井 真 紀

本 部 員 加 古 秀 男

本 部 員 尾之内哲男

本 部 員 伊 藤 中 一

本 部 員 平 松 正 毅

青少年健全育成部会

部 会 長 早 川 英 希

副 部 会 長 大 石 朊 子

書 記 早 川 英 希

会 計 奥 村 百 恵

部 員 山 本 幹 子

部 員 藤 田 友 美

部 員 小 嶋 史 子

部 員 平 松 茂

部 員 早 川 由 市

部 員 桑 山 泰 幸

部 員 前 野 祐 一

部 員 加 嶋 新 市

部 員 鰐 部 泰 男

部 員 伊藤つな子

部 員 久 野 朊 子

部 員 加藤菜穂子

防　災　部　会

部 会 長 平 松 鋼 一

副部会長兼
会 計

加 古 正 彦

副 部 会 長 花 井 計 夫

書 記 西 野 良 雄

部 員 柴田由起夫

部 員 氏 家 則 雄

部 員 田 中 均

部 員 内 藤 昭 男

部 員 花 井 清 孟

部 員 小 島 行 雄

部 員 早 川 菊 雄

部 員 村 瀬 茂 次

部 員 久 保 浩 三

部 員 三 鬼 竜 太

部 員 早 川 忍

部 員 久 米 弘 文

監　査 内 山 雅 春 23 年 度 会 長

平 松 宏 一 23 年 度 副 会 長

顧　問 伊 藤 正 治 知多市議会議員

黒 川 親 治 知多市議会議員

参　与 及 川 秀 一 八 幡 小 学 校 長

黒 川 敦 志 八 幡 中 学 校 長

澤 田 哲 知多翔洋高等学校長

直 塚 節 子 八 幡 保 育 園 長

平井麻奈美 寺 本 保 育 園 長

浅 井 豊 八 幡 公 民 館 長

まちづくり推進本部
（企画統括）

本 部 長 平 松 正 毅

副 本 部 長 早 川 裕 二

本 部 員 浅 井 充 彦

本 部 員 小 川 隆 二

本 部 員 久 野 裕 和

本 部 員 加 藤 由 裕

本 部 員 伊 藤 保

環 境・安 全 部 会

部 会 長 花 井 傑

副 部 会 長 木 村 有 淑

書 記 早 川 徳 彦

会 計 矢田部浩子

部 員 岩 間 典 子

部 員 菊 池 早 月

部 員 豊 丸 俊 和

部 員 村 瀬 美 里

部 員 前浪まいか

部 員 平 松 駿 一

部 員 竹 内 一 紘

部 員 足 立 光 司

部 員 平松健次郎

部 員 平 松 佑 介

部 員 橋 口 政 善

文 化・福 祉 部 会

部 会 長 大 橋 真 人 部 員 柿 野 尊 廣

副 部 会 長 稲 葉 行 彦 部 員 佐 藤 正 徳

書 記 阿知波源助 部 員 早 川 昭 夫

会 計 花 井 弘 光 部 員 小 松 原 勲

部 員 森 田 利 久

部 員 早 川 勉

≪地域コミュニティ推進担当≫

荒 井 加 古 智 美 西 平 井 村 瀬 妙 子

荒 古 木 村 良 子 〃 鰐部千津子

〃 深 川 瞳 上 平 井 早川紀久子

〃 氏 家 信 子 〃 村 瀬 富 子

堀 之 内 加藤加代子 杉 山 林 康 代

〃 加 古 淳 子 〃 久保きみ代

廻 間 加 藤 雅 子 〃 加 賀 雅 代

〃 田 中 供 子 八 幡 新 町 三宅佐登美

中 島 平松あゆみ 〃 立 岩 幸 代

〃 平松いく代 〃 三 鬼 恵 美

中 小 根 保 坂 直 美 寺 本 台 内 木 博 子

〃 伊 藤 由 香 〃 中 島 明 子

〃 平 松 明 子 〃 佐々木由利

浜 小 根 桑山富士子 寺 本 新 町 畑佐奈都子

〃 平 松 美 鈴

〃 福 谷 方 子

平成２４年度 八幡コミュニティ 運 営 佒 制 と 役 職 者 の 皆 さ ん 

地 域 管 轄 部 会

部 会 長 早 川 裕 二 中 小 根 組 長

副 部 会 長 早 川 弘 上 平 井 組 長

会 計 木 村 俊 雄 荒 古 組 長

部 員 伊 藤 貞 朗 荒 井 組 長

部 員 井 口 幸 徳 堀 之 内 組 長

部 員 加 藤 貞 典 廻 間 組 長

部 員 早 川 徳 則 中 島 組 長

部 員 青 山 清 浜 小 根 組 長

部 員 鰐 部 昌 治 西 平 井 組 長

部 員 林 秀 樹 杉 山 組 長

部 員 三 宅 靖 夫 八幡新町町内会長

部 員 石 原 学 寺 本 台 町 内 会 長

部 員 畑 佐 克 彦 寺本新町町内会長

主

監

会

計

地
域
管
轄
部
会

文
化
・
福
祉
部
会

青
少
年

健
全
育
成
部
会

体

育

部

会

環
境
・
安
全
部
会

防

災

部

会

副会長
（事業統括）

まちづくり推進本部
（企画統括）

総合管理本部

会 長

監

査

顧

問

参

与

地 域 住 民

八幡コミュニティ組織図

荒

井

荒

古

堀

之

内

廻

間

中

島

中

小

根

浜

小

根

西

平

井

上

平

井

杉

山

寺
本
新
町

八
幡
新
町

寺

本

台

組

長

町
内
会
長

佒　育　部　会

部 会 長 平 手 雅 哲 部 員 宮 下 隆 司

副 部 会 長 大 石 敏 雄 部 員 福 谷 泰 生

書 記 後 藤 佳 味 部 員 早 川 秀 伸

会 計 三 輪 誠 子 部 員 片 山 忠 晃

部 員 西 山 佳 宏 部 員 冨 田 佳 裕

部 員 大 村 鐘 造 部 員 坂 口 謙 吾

部 員 安永久美子 部 員 花 井 基 伸

部 員 辻 覚 部 員 竹 内 光 男

部 員 清 原 英 貴 部 員 林 淑 美

部 員 平 松 五 男

会　長 早 川 義 一 八幡区長

副会長 磯 貝 生 男 八幡区副区長

主　監 早 川 裕 二 地域管轄部会長

大 橋 真 人 文化・福祉部会長

早 川 英 希 青少年健全育成部会長

平 手 雅 哲 佒 育 部 会 長

花 井 傑 環境・安全部会長

平 松 鋼 一 防 災 部 会 長

会　計 磯 貝 生 男 八 幡 区 副 区 長

花 井 真 紀 総合管理副本部長
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平成２４年度予算と事業計画

１．予　　算
（単位：円）

項　　　　目 予算額

会 費 130,000

交 付 金 ・ 補 助 金 5,593,000

活性化委託補助金 399,000

前 年 度 繰 越 金 279,084

寄 付 金 420,000

雑 収 入 184,016

収入合計 7,005,100

交 付 金 事 業 １ 4,275,100

交 付 金 事 業 ２ 2,370,000

地 域 福 祉 活 動 360,000

支出合計 7,005,100

収
入
の
部

支
出
の
部

【主催】八幡コミュニティ 【費用】無料 【対象】八幡地区全住民

開催日時、場所などくわしい内容は、後日地域毎にお知らせします．

３．コミュニティ活性化委託事業

２．事業計画

月 日 主な事業内容

４ ４ 第１１回ウォーキングデー２０１２

５
20
26
27

総会・部会
第1回緑化事業
クリ－ンキャンペ－ン

６ 9 第２回緑化事業

７ 28 ～7/29 盆おどり大会

９ 30
第33回八幡地区市民運動会
　　　　　（予備日10/7）
同会場にて祭囃子生演奏成果発表

１０ 14
八幡神社祭礼
祭囃子生演奏奉納

１１

4

10
18

三世代交流
「グラウンドゴルフ大会」（予備日11/11）
 第３回緑化事業
知多市総合防災訓練

１２ 1 「年末交通安全運動」立哨

１ 1 祭囃子生演奏新春成果発表

３ 17 会計監査・役員会

毎月２回 祭ばやし練習スクール

毎月１回 ふるさと検定　「八幡塾」

年間８回 広報紙「やわた」発刊

　地域の課題をコミュニティ自身で解決しようと

する活動が、「委託事業選定会議」によって審査

され、「コミュニティ活性化委託事業」に選定さ

れます。

　八幡コミュニティでは、以下にご案内の事業が

24年度の「コミュニティ活性化委託事業」に採択

されましたので、

　　　≪郷土の誇りを学ぶ≫
を八幡地区全体に展開します。

　事業を推進するにあたり、関係者皆様のご理解とご協力及び八幡全住民の方々には万障お繰り合わ

せのうえご参加くださいますよう、お願い申し上げます。


